
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

保護者 71% 29% 0% 0%

地域 89% 11% 0% 0%

保護者 71% 29% 0% 0%

地域 75% 25% 0% 0%

保護者 100% 0% 0% 0%

地域 83% 17% 0% 0%

保護者 71% 29% 0% 0%

地域 50% 50% 0% 0%

保護者 100% 0% 0% 0%

地域 95% 5% 0% 0%

保護者 86% 14% 0% 0%

地域 65% 29% 6% 0%

保護者 86% 0% 14% 0%

地域 69% 31% 0% 0%

保護者 100% 0% 0% 0%

地域 82% 18% 0% 0%

保護者 86% 14% 0% 0%

地域 83% 17% 0% 0%

保護者 43% 43% 0% 14%

地域

保護者 71% 29% 0% 0%

地域

保護者 100% 0% 0% 0%

地域

保護者

地域 61% 39% 0% 0%

学校の雰囲気がよく、子どもたちはいきいきと

活動している。

質問内容
アンケート結果

子どもたちはいきいきと笑顔いっぱいで生活している。教職員の

人間関係も大変良好なので、今後も互いを認め合う支持的な雰囲

気を大切にしたい。

児童数・家庭数の減少に伴いハウスでのトマト栽培はやめたが、

全校でサツマイモと餅米の栽培に取り組んだ。これからも実態に

応じた見直しをしながら教育活動を行いたい。

学校は、地域の実態に応じた教育活動を行って

いる。

考　察

学校は、保護者・地域への連絡や情報発信を積

極的に行っている。

ホームページを毎日更新し、児童一人一人の様子や表情が保護者

や地域に伝わるように心掛けている。今後も、積極的な情報発信

に努めたい。

子どもたちの学習に適した施設や設備が整えら

れている。

施設・設備の安全面での修理・修繕は、特に積極的に行ってい

る。体育館の時計は、ステージ設置時に見えなくなるため、フロ

アから見える位置に新たに時計を設置した。

運動会、学芸会、草刈り奉仕作業、田植え、稲

刈りなどの行事は適切に行われている。

新型コロナ５類移行により、学校行事への参加制限をなくした。

今後も、保護者・地域との連絡調整をしながら、よりよい行事の

在り方を模索して取り組んでいきたい。

学校は、子どもたちの安全確保や事故防止に適

切に努めている。

防災教育を継続し、自ら判断し行動できる児童を育てたい。児童

の安全確保に最善を尽くし、安全指導や日々の見守り活動も継続

したい。

学校は、いじめや暴力のない学校づくりに取り

組んでいる。

Ｃ評価があることを重く受け止めている。児童一人一人に寄り添

い、教育相談や日々の関わりを充実させ、全ての児童・保護者が

安心できる学校・仲間づくりを目指していきたい。

学校は、保護者・地域の意見や要望を受け止め

ている。

保護者が全てＡ評価であることがありがたい。今後も、保護者・

地域との対話を大切にしながら、意見や要望を学校運営に生かし

ていきたい。

〈学校評議員会〉

○児童数の減少で、直瀬小学校の存続が心配である。

○直瀬小学校が今後も存続するように、地域で何かできればいいのだが。

　・移住の促進　・人が集まる行事の企画　・子育て世代が生活したくなるように……

〈保護者〉

○児童数・家庭数が減っている中、先生たちのご負担も年々増していると思いますが、どうぞ無理のない範囲で学校運営をなさってください。先生たちも

１日24時間しかなく身体は一つしかありません。お一人お一人身体だけでなく、心の方もご自愛ください。

○どの行事も、地域の助けや講師を招いてなどの活動がよりよく行われていた。

○連絡メールの活用で、すぐに確認ができるので助かる。

〈地域〉

○もう少し児童数が増えることを望みます。

○児童数が少ない中、先生方も子どもたちもよく頑張っている様子が見受けられます。子どもたちも素直で運動会・学芸会も楽しく見させてもらって元気

をもらっています。私たちもできるだけ協力させていただきます。

○児童数が減少している中、行事等を行う際、先生方も大変ご苦労をしていると思います。必要なことは、地域にも積極的に呼び掛けていただきたいと思

います。

○あいさつもよくできるし、人数も少ない中で子どもたちもよく頑張っている。大きな学校と比べ子どもの少ない学校は、先生・地域の人たちが協力し合

い助け合っている。この様な事が好きです。

○オータムフェスティバルを観させていただいた。子どもたちが元気に生き生きと参加していてすばらしいと思った。

○あまり学校と関われていないが、子どもは元気でよい。

A:そう思う　B:どちらかといえばそう思う　C:どちらかといえばそう思わない　D:思わない

保護者7世帯(児童数9名)…回答数７(100％)　地域関係者22名…回答数19(86％)　　

令和５年度　直瀬小学校 学校教育に関するアンケート結果（12月実施）・学校評議員会（１月実施）

対象

友達と助け合い、仲よく生活している。

友達のいいところに目を向けるように、日々声掛けをしている。

上記の「いじめや暴力のない学校づくり」の取組を充実させ、次

回もA評価100％になるように努めたい。

子どもたちは、地域の中でコミュニケーション

が上手にとれている

新型コロナ５類移行後、地域の行事開催がコロナ前に戻りつつあ

り、子どもたちが参加する機会も増えてきた。今後も、祭り等の

地域行事への積極的な参加を促していきたい。

子どもたちは、きちんとしたあいさつができ

る。(あいさつの習慣が身に付いている。)

高評価をいただいたが、時と場面によってあいさつができないこ

ともある。明るいあいさつの声が学校や地域に響き渡りＡ評価が

100％になるように子どもたちを励ましていきたい。

家庭学習の時間を確保するとともに、学校の用

意もきちんとできる。

全ての児童が、充実した家庭学習・学校の用意ができるように、

具体的な指導・支援をするとともに、学校での見届けにも力を入

れたい。

はみがき・食事・睡眠など規則正しく生活でき

る。

学校では、給食後の歯みがきや定期的なフッ素洗口を行ってい

る。児童自ら規則正しい生活ができるように保健学習を充実さ

せ、保健だよりや学校保健委員会等での啓発を継続したい。


